富山県高等学校体育連盟　　大会運営における感染予防の具体策
【自転車競技専門部】
大会参加者の共通予防対策
[bookmark: _Hlk40857101]１．大会参加について
〇選手、監督、コーチ、運営スタッフ等（以下、大会参加者とする）の中に感染者が確認された学校については、大会へ参加することはできない。
〇大会参加者は、過去２週間以内に県外へ行っていないこととし、大会の２週間前から検温結果及び、体調について別紙の体調管理表に記録し、体調不良や発熱等の風邪の症状がある場合は参加できないことを事前に周知する。また、大会当日大会本部へ体調管理表を提出する。
２．移動・宿泊について
〇大会参加者は、移動の際、可能な限り周囲との間隔を空けることとし、必ずマスクを着用する。併せて、可能な限り換気に努める。
〇大会参加者は、大会が連日開催となる場合でも、宿泊を行わない。
３．感染予防のための４つの基本行動
　○　体調管理とその報告
　○　マスクの着用
　○　人と人との距離を確保
　○　こまめな手洗い、手指消毒
大会開催中の予防対策について
１．選手、監督、コーチの感染予防対策　
（1）集合時の感染予防対策
〇大会参加者は、必ずマスクを持参し、着用する。
　○大会参加者は、施設に出入りする際、手指消毒剤をする。
　○大会参加者は集合時に体調をチェックし、体調不良や発熱等の風邪の症状がある場合
は参加しない。
○格納庫は機材の出し入れ時のみとし、整備等での利用はしない。
（2）大会受付時の感染予防対策
〇受付等において、参加者同士が十分な距離を確保して並び、受付する。 
○選手個人での受付はなるべくせず、各校顧問が代表して行う。
〇受付時に、健康調査表、大会当日体調チェックシートを各校でまとめて提出する。
（3）待機中の予防対策
〇参加者は必ずマスクを持参し、スポーツを行っていない待機中や会話をする際は
マスクを着用する。天候条件により、息苦しさを感じるようであれば、マスクを無理に着用しない。
〇参加者は、個人間の距離（できるかぎり２ｍ以上）を確保して待機する。
○大会中に大きな声で会話、応援等をしないこと。
〇ウォーミングアップ及び、試合中のみマスクを外すことができる。 
〇試合の前後だけでなく試合中にも、こまめな手洗い又は、消毒を行う。 
○タオルの共用はしないこと。
〇選手は指定された待機場所を利用し、個人間の距離を確保して過ごす。 
〇飲食は指定の場所以外で行わず、対面を避け、周囲の人となるべく距離をとって、会話をなるべくせず、速やかに食事をする。
　○更衣室は、1回に利用できる人数は1名とし、換気をしながら使用する。
　○トイレ使用時はふたを閉めて汚物を流すようにし、手洗いは石けんを用い30秒以上し
っかり手指を洗浄すること。
（4）試合中の感染予防対策
〇監督、コーチ、選手、運営スタッフは必ずマスクを着用する。
〇選手は、ウォーミングアップ及び、試合中のみマスクを外すことができる。 
〇試合の前後だけでなく試合中にも、こまめな手洗い又は、消毒を行う。 
○運動時、またそうでない時も周囲の人と距離を空けること。
○試合中、選手どうしは前走者の人の呼気の影響を避けるよう、位置取りに注意する。
○試合中、選手は唾や痰をはくことを極力しない。
○試合中、選手、監督、コーチは大きな掛け声、応援等をしないこと。
（5）試合後の感染予防対策
〇開閉会式・表彰式を実施する場合は密集とならないよう、参加人数を制限し速やかに執り行う。
〇参加者等に感染者が発生した場合には、参加者等に連絡を取り、症状の確認がとれる 
体制を確保する。また、参加した者は保健所などの聞き取りに協力する。  
　○ミーティングなどにおいて、長時間密にならないように配慮する。

２．観客に対する感染予防対策
　観客を入れる場合は保護者のみとし、事前申請等により観客を限定し、観客名簿を作成し確認の上、当日入口にて許可証等を発行するとともに、以下の内容について事前に周知する。
（1）受付時の感染予防対策
〇大会参加者は、必ずマスクを持参し、着用する。
〇大会当日の朝、必ず検温し、発熱等の風邪の症状がある者は、施設利用できない。 
（2）試合観戦時における予防対策
〇観客は必ずマスクを着用し、周囲との間隔を十分空けるとともに、集団となっての応
援、ならびに発声による応援は行わない。 
○大会当日の朝、必ず検温し、発熱等の風邪の症状がある者は、来場できない。 
〇バック側スタンドで飲食をする際は、対面を避け、周囲の人となるべく距離をとって、
会話を控えめにして速やかに食事する。また、水分補給は個人のものを用意し、まわ
し飲みはしない。 
〇タオルは個人で準備し、共用しない。 
〇上記の対応を守れない観客は退場いただく。 
〇参加者等に感染者が発生した場合には、参加者等に連絡を取り、症状の確認がとれる
体制を確保する。また、参加した者は保健所などの聞き取りに協力する。  
３．運営スタッフの感染予防対策に係る動向
（1）集合時の感染予防対策
〇大会参加者は、必ずマスクを持参し、着用する。
　○大会参加者は、施設に出入りする際、手指消毒剤をする。
　○大会参加者は集合時に体調をチェックし、体調不良や発熱等の風邪の症状がある場合
は参加しない。競技場に設置してある施設使用調査票を記入し、提出する。

（2）受付時の感染予防対策
〇受付場所において、参加者等が距離をおいて並べるよう目印を設置する。
○受付業務を行う運営スタッフは対面を避け、アクリル板、透明ビニールカーテン
等で遮蔽した状態をつくり受付を行う。
　
（3）生徒待機場所、待機中における予防対策
〇大会主催者は、参加者へマスクを持参させ、スポーツを行っていない時や会話をする時はマスク着用を呼びかける。
〇大会主催者は、個人間の距離（できるかぎり２ｍ以上）を確保できる控え場所を設営する。
○運営スタッフは、大会参加者や観客に対し、大会中に大きな声で会話、応援等をしないよう声をかける。
〇運営スタッフは、大会参加者や観客に対し、飲食時は指定の場所以外で行わず、対面を避け、周囲の人となるべく距離をとって、会話を控えめにして速やかに食事するよう声をかける。
○運営スタッフは、複数の参加者が触れる箇所（ドアノブ、トイレ、洗面所のレベー、手すりなど）は、定期的にアルコール等で消毒する。

（4）試合中の感染予防対策
○運営スタッフは、運営業務に当たるとき必ずマスクを着用する。
○運営スタッフは、試合の前後だけでなく試合中も、こまめな手洗い又は、消毒を行う。 
○運勢スタッフは、試合中、業務上必要な時以外は、大きな声で会話をしないこと。
○運営スタッフは、選手の呼気の影響を避けるよう、配置に注意して業務にあたる。
　○運営スタッフは、大会参加者や観客が、密な状態とならないよう声をかける。

（5）試合後の感染予防対策
〇参加者等に感染者が発生した場合には、参加者等に連絡を取り、症状の確認がとれる 体制を確保する。また、参加した者は保健所などの聞き取りに協力する。  
　○大会終了後のミーティングは短時間で行い、慰労会等の開催は三つの密を避け
ること。





その他
開催前に準備するもの
【感染予防対策用品】
・マスク４箱（50個入り）
・非接触型検温計１個
・手洗いユニット1基
・アルコール消毒3個
・石けん（ポンプ型）2個
・消毒用（次亜塩素酸水）スプレー3個
・ペーパータオル1袋（４個入り）
・ふきん、ぞうきん
・ビニール袋
・体調チェックシート、健康管理表（選手、監督、役員）
・体調チェックシート（観客用、住所、連絡先入り）
・救急処置用品
　　滅菌パッド、防水パッド、ガーゼ、中性石けん、ペーパータオル、使い捨て手袋
　　はさみ、ピンセット、洗面器、スポンジ、タオル
・熱中症用品
　　経口補水液、氷、アイスパック、氷枕、扇風機
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